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現場　記録から事故事例集目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会

　電気設備に関しては、近年の技術進歩による設備損壊事故の減少や経

年劣化に対する機器類の性能低下向上また、施工技術の進歩によって電

気設備の長寿化が図られており、電気事故やトラブルが減少傾向にあり

大変喜ばしいことであります。その反面、保守技術者が電気事故やトラブ

ル探査を経験する機会が減少しております。電気事故やトラブルの減少は

技術力の低下を招く恐れがあります。そこで他者の経験事例を参考にし自

身の技術レベルを向上させるのは非常に意味のあることになります。

　経験事例を水平展開することにより、保守技術者がその技術レベルを

向上させ事故を未然に防止することは当協会の願いでもありまた、使命で

もあります。

　当協会は、保安管理業務を行って40数年が経過しております。その過

程において蓄積された経験や知識と最新の技術を基に、お客さまの電気

設備の事故防止に助力してまいりましたが、不幸にして電気事故が発生し

た場合にはその復旧と再発防止に全力を挙げて取り組んでまいりました。

　当協会が広くお客さまにお届けしている広報誌「電気と保安」に事故や

トラブルの原因究明から事故防止対策などについてを「現場の記録から」

と題して掲載しております。

　電気保安に従事する皆様方に活用していただければとの思いで、12事

例をこの小冊子にまとめました。

　この小冊子が電気事故防止の一助となれば幸いです。

広報誌「電気と保安」は
当協会のホームページ（http://www.kdh.or.jp/）の
電気安全情報広場に掲載しています。

2010年10月にロゴマークや制服が変更になりました。
2010年9・10月号No.501以前の掲載内容は旧制服です。

巻頭のごあいさつ現場　記録　　
事故事例集

事故事例集

年次点検時にブレーカーの誤配線を発見
絶縁抵抗測定時に、洗面所の改装工事で発生した電灯回路Aブレーカー・Bブレーカー相互での
中性線(マイナス)の誤接続を発見。

台風時、濡れたケーブルの絶縁不良を絶縁監視装置で発見
風雨が強くなると絶縁監視装置の警報を受信、シャッター開閉部より浸入した雨水に油圧プレスの経年劣化により
被覆がひび割れた電源用キャプタイヤケーブルが濡れ、漏電。

続く警報・消える漏電
プラスチック成型工場の大型成型機付属のヒーター配線が可動により被覆が擦り切れて芯線が露出し接触、
成型機本体アースより変圧器のB種接地線を通して漏電火災警報器が発報。

ブラインドへの漏電
コードリールを使用して電動工具で作業、コードリールのプラグを窓用ブラインドフィンの隙間を通して
裏側コンセントに差込、プラグの歯がスチール製のフィンに接触し鉄製の筋交いに地絡。

マンション占有部の誤接続を共用部用の絶縁監視装置で発見！
マンション共用部電気室の漏電探査時に変圧器のＢ種接地線で電圧を検出、
確認すると一軒のお宅で実施したエアコンの増設工事で接地側配線とアース線を誤配線。

一過性漏電とその探査の記録
絶縁監視装置から定期的に漏電発生の警報受信、メモリハイコーダを設置して漏洩電流を探査、
射出成型機の電磁弁の電線被覆が磨耗し芯線が露出、可動式金型が往復時に接触して漏電。

月次点検時にＶCＢより異音を発見
キュービクル内のオゾン臭により異変に気づき、部分放電測定器で高圧機器類を測定したところ
VCBの絶縁部分が汚損・経年劣化により絶縁低下し表面で放電。

パチンコ店でタマタマ生じた設計変更が漏電の原因に！
新装開店まもない店でWebカメラの設置が設計変更され、
天井裏で不要となった配線の終端をテープ巻き処理した箇所で充電部が露出し天井の鉄骨に触れて漏電。

温まると絶縁不良になるブロックヒーター
冬季に備えて非常用発電機のヒーター電源を投入した際に！！
非常用自家発電機の冷却水の凍結防止用ブロックヒーターが温まると熱で部品がのびて絶縁不良。

事業所の業務開始前に出る漏電の原因
事業所の就業時間前に不定期に漏電が発生、漏電探査器を取付け探査を開始すると清掃会社が
週に数回掃除機を使用するコンセントのマイナス線とアース線の誤配線による警報発生が判明。

大電流の地絡事故 その原因は！！
アスファルトプラントのアスファルトを溜めるタンクの操作用制御回路端子盤と保温ヒーター線の被覆が
いずれも熱で損傷して漏電し制御盤内操作用ブレーカーが遮断。

動力トランス幹線・接地線の絶縁不良を発見！！
大規模受電設備の漏電を多回路探査器を設置して、変圧器の2次側配線が地絡して
B種接地に循環電流が流れた。
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Caseケース 1

現場　記録から 事故事例集 現場　記録から事故事例集目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会 目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会

「電気と保安」2010年5・6月号より ● ［……川崎事業所……］ ●

年
次
点
検
時
に

　
　
ブ
レ
ー
カ
ー
の
誤
配
線
を
発
見

フィスビルの年次点検

を実施したときのこと

です。変電室におい

て低圧絶縁抵抗測定を実施したと

ころ、ある電灯回路で絶縁不良が

見つかりました。変電室での作業

を終え、当該分電盤に向かい追

跡調査を開始しました。

　この電灯分電盤の構成は図のよ

うに単相3線式で主幹ブレーカー

がなく低圧幹線から直接分岐ブレ

ーカー（単相2線式）へ配線され

ているタイプです。

　通常、分電盤で追跡調査を行う

場合は主幹ブレーカーを開放して、

その負荷側で測定しながら絶縁不

良回路が見つかるまで分岐回路を

順に切っていく方法をとります。

しかし、今回は主幹ブレーカーが

ないため、1回路ずつ分岐回路の

絶縁抵抗を測定していく方法をと

りました。

　すると、まずコンセント回路で

絶縁不良が見つかり、器具を確認

したところ破損したコンセントが

原因と判明しました。

に他の分岐回路は大

丈夫かと絶縁抵抗測

定を継続したところ、

照明回路のブレーカーＡを開放し

てその負荷側を検電すると「ピー」

と警告音が鳴りました。これは電

気が通電していることを示してい

ます。

　しかし、ブレーカーＡは確かに

切れており、北側の事務所照明と

男子洗面所及び女子洗面所の照明

が消灯しています。ブレーカーも

切れていて照明も消灯しているの

に検電器からは充電中の警告音が

鳴るので不審に思い、一度ブレー

カーＡを復旧させ、他の回路も調

べてみることにしました。すると

今度は別系統の照明回路のブレー

カーＢでも同様に開放したブレー

カーの負荷側で検電器が鳴動しま

した。消灯した場所を調べると南

側の事務所と女子洗面所の照明、

男子洗面所の照明が消灯していま

した。

　Ａ・Ｂどちらのブレーカーを開

放しても、そのブレーカーの負荷

側で検電器が鳴動し充電中を示す

という不審点もさることながら、

本来独立しているはずのＡ・Ｂ回

路で、どちらのブレーカーを開放

しても男子及び女子洗面所の照明

が共通して消灯してしまうことか

ら、これは配線に何らかの問題が

あると判断しました。

　そこで、原因を確かめるために

次の3つのケースについてブレー

カー負荷側の対地電圧測定を行い

ました。

①ブレーカーＡは投入中でブレ

ーカーＢを開放した場合

②ブレーカーＢは投入中でブレ

ーカーＡを開放した場合

③ブレーカーＡ・Ｂ両方とも開放

した場合

　すると、①、②のケースでは開放

したブレーカーの負荷側に電圧が

あり、③のケースでは電圧はあり

ませんでした。

　この結果は、本来独立している

べき2つのブレーカーの負荷側配

線が図のような誤配線のため混線

している場合に起こる現象です。

　この結果を踏まえ、連絡責任者

に最近洗面所周りの工事があった

かお聞きしたところ、数日前に洗

面所の改装工事を実施したとのこ

とで、その時に回路の接続を間違

えたことが原因とわかりました。

早速、混線している洗面所系統の

配線を正規の接続に戻しました。

のような誤配線は稀

なケースであり、今回

は絶縁不良の追跡調

査がきっかけとなり、分岐回路を

1回路ずつ調べたことでブレーカ

ーへの接続間違いによる誤配線

が発見でき、事なきを得ましたが

通常の使用時にこのような誤配線

を発見することは困難です。

　この一件からも、電気に係る工

事がある場合には保安協会に立

会い要請をしていただき、電気主

任技術者の確認が大切と感じまし

た。

オ

更

こ

○A を切っても
○B を切っても
2カ所の洗面所が
両方とも切れるよ！
何でかな……

洗面所の配線が
○A の＋と○B の－、
○B の＋と○A の－で
接続してるよ！

誤配線だ！○A

○B

女子洗面所 事務所

事務所 男子洗面所

南
側

北
側

20A

20A
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Caseケース 2

現場　記録から 事故事例集 現場　記録から事故事例集目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会 目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会

「電気と保安」2010年7・8月号より ● ［……下野事業所……］ ●

台
風
時
、
濡
れ
た
ケ
ー
ブ
ル
の

　
　
絶
縁
不
良
を
絶
縁
監
視
装
置
で
発
見

の日は、朝から台風

が接近しており、時

間の経過とともに雨

や風が強くなる天候でした。

　お昼を過ぎた頃、重機の販売や

整備等を行っているお客さまに設

置してある絶縁監視装置から警報

を受信しました。その発生状況か

ら漏電が発生したり消滅したりを繰

返していることがわかりました。

　早速、お客さまに連絡をとり、

絶縁監視装置の発報状況の説明

と現在の構内の様子についてお

聞きしたところ、「特に停電等は

ないが、台風の影響で風雨が強

く工場内に雨水が吹き込んでいる

所もあり心配なので調査して欲し

い」とのご要望を受け、ただちに

原因調査に出動しました。

　お客さまに到着し、まずキュー

ビクルにて絶縁監視装置の発報状

態と漏れ電流発生状況を調査しま

した。すると200Ｖの動力回路で

漏れ電流値が不規則に増加したり

減少したりを繰り返しており、それ

に合わせて絶縁監視装置が発報し

ていることが確認できました。

　今回の漏電原因については、次

の2点の現象から下記のように推

測しました。

1 天候の悪化とともに警報が発

報し始めたこと。

2 漏れ電流が不安定なこと。

　これらの現象から、比較的に絶

縁不良が継続傾向となりがちな機

器故障に起因するものではなく、

雨や風などの外的要因から影響を

受けた配線等に起因するものでは

ないかと推測しました。そこで、

屋外や工場内の雨水が浸入してい

る場所の動力回路を重点的に調査

することにしました。

ると、工場のシャッタ

ーが開いている箇所

から雨が吹き込んで、

周辺の工作機器が濡れているのを

発見しました。それらの機器を点

検すると、油圧プレスの電源用キ

ャブタイヤケーブルが風に揺られ、

床の水溜りに触れたり離れたりし

ていました。

　これが原因ではと思い

●クランプ式電流計で充電中の

漏れ電流を測定すると、大きな

漏れ電流が検出されました。

　続いて、絶縁の良否判定をする

ため

●電源プラグを抜き停電状態で

絶縁抵抗計による絶縁抵抗測

定を実施しましたが意外にも結

果は良好でした。

  以上、2つの測定結果が相反す

る結果となったため不審に思いケ

ーブルの表面を点検したところ、

一部に経年劣化と思われる小さな

ヒビ割れがあり、雨水が毛細管

現象によりケーブル内部に浸入し

ていたため、水溜りに触れた時に

漏電が発生したものと考えました。

　最初に絶縁抵抗計で測定したと

きは、ケーブルが水溜りから離れ

てしまったので漏電回路が形成さ

れず検出できませんでしたが、あ

えて水溜りに浸けた状態で測定し

た結果、絶縁不良であったため原

因が判明しました。

　連絡責任者に原因を説明し、

電源ケーブルの取替えまで機器の

使用を停止していただくようお願

いしました。

回は絶縁監視装置を

設置していたことで

ケーブル劣化による

絶縁不良を発見することができ、

感電や停電を防ぐことができま

した。このように不規則な漏電

をいち早く発見するためにも絶

縁監視装置の常時監視は大変有

効であると実感するとともに、

事故の未然防止のためにも移動

電線は定期的な点検や、経年劣

化の恐れがある場合は早めの交

換が必要と感じました。

そ

す

今
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Caseケース 3

現場　記録から 事故事例集 現場　記録から事故事例集目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会 目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会

「電気と保安」2010年9・10月号より● ［……山梨事業本部……］ ●

続
く
警
報・消
え
る
漏
電

るプラスチック成型工

場のお客さまから一

本の電話連絡があり

ました。内容は、『キュービクルか

ら“ビーッ、ビーッ”というブザ

ー音がしている。心配なので見に

来て欲しい』というものでした。

キュービクルでブザーが鳴るとい

うことは、何かの保護装置が異常

を検知して警報を発しているので

はないかと思い、ただちに原因

調査に出動しました。

　お客さまへ到着し、まず、ブザ

ー音を確認するためキュービクル

へ向かい、扉を開けてみると、漏

電を監視する漏電火災警報器が動

作し警報を発していました。今回

動作した漏電火災警報器の種類は、

漏電を感知している間だけ警報を

発する「自動復帰方式」でしたので、

“ブザーの鳴動時間に同調して、ど

こかで漏電が発生している！このま

までは危険だ ！！”と思いました。

　そこで、漏電の状況を確認する

ため当該警報器が監視している動

力変圧器のB種接地線でクランプ

式電流計を用いて漏えい電流を測

定したところ約5秒おきに4.5アン

ペアもの電流が漏電していました。

　漏電が発生すると、漏えい電流

はその回路に電気を供給している

変圧器のB種接地線に流れるた

め、この変圧器が供給する複数

の回路のどれかから漏電している

はずです。この回路を特定するた

め、各回路の漏えい電流を測定

すると、「大型成型機用」回路か

ら同様の漏電を検出したため原因

の回路が判明しました。

速、工場内の当該分

電盤に向かい、追跡

調査に取り掛かりまし

た。当該分電盤は成型機本体に

付属した制御盤で、成型機の付

帯機器にも電気を供給しています。

これらの回路から漏電回路を絞り

込むためには、先ほどと同様に分

岐回路毎に漏えい電流を測定す

る必要があります。

　クランプ式電流計で、漏えい電

流を測定する場合、ループ状の

測定部の内側に対象とする回路を

一括して挟み込む必要があります。

しかし、この制御盤は中に納めら

れた配線が錯綜しており、回路毎

に電線を纏めて挟み込むことが困

難だったため、クランプ式電流計

を使用することができませんでし

た。そこで、測定方法を変更し絶

縁抵抗計を用いることとしました。

　絶縁抵抗計による測定はクランプ

式電流計を用いる場合と異なり、無

停電での測定はできませんが、ブレ

ーカーの接続端子部分で測定がで

きます。連絡責任者に漏電回路特

定のため停電が必要であることをご

了解いただき、絶縁抵抗計による測

定を実施することとなりました。

　主幹ブレーカーを開放し、全て

の分岐回路の絶縁抵抗測定を実施

しましたが絶縁抵抗値は良好でし

た。しかし、主幹ブレーカーを開

放した状態では、キュービクルの

警報が止まり、漏えい電流も正常

値になっているため、漏電がこの｢

大型成型機用」回路で生じている

ことは間違いないようです。“もし

かしたら停電によって機械の動作

が停止した事が原因で、絶縁不良

状態が再現できなくなってしまった

のでは？”と思い、再度送電して

機械を作動させると、やはり5秒

おきに警報ブザーが鳴り漏えい電

流も検出されました。

　分電盤内のどの分岐回路を停電

させると警報が止まるのかを確か

めるため、分岐回路を一つずつ切

っては警報を確認する作業を繰り

返し実施したところ、ヒーター回路

を切った時、警報が鳴り止んだの

で“よし、この回路だ ！！ ”と思い

ました。確認のためヒーター回路

の絶縁抵抗測定を実施しましたが

結果は良好です。やはり停電する

と絶縁不良状態が再現できなくな

っています。

 そこで、機械を動作させたまま、

警報ブザーとのタイミングを計るこ

とで漏電時の機械の状況を確認す

ることとしました。しかし、キュー

ビクルと機械の設置場所は離れて

いたため一人で確認ができません。

連絡責任者にご協力をお願いして

キュービクルの前で警報音を携帯

電話で伝えていただきながら、オ

ペレーターさんに成型機の運転操

作をしていただいて、機械の動き

を観察しました。すると、成型機

の可動部がある一定の工程にきた

時に携帯電話から警報音が聞こえ

てくることに気付きました。“これ

だ ！ ”と思い、再度停電させて可

動部を点検してみるとヒーター配

線の絶縁被覆が擦り切れ、芯線が

露出しているのを発見しました。損

傷箇所を補修して送電すると、警

報音は止み漏電も検出しなくなり

ました。停電して絶縁抵抗測定を

実施した時は、工程を終了し定位

置に戻った状態で測定していたた

め露出した充電部はどこにも接触

しておらず、測定結果が良好だっ

たのです。

時間にわたる漏電調

査でしたが、連絡責

任者をはじめとするお

客さまのご協力のおかげで、不具

合箇所を発見でき、感電事故など

の重大事故を未然に防ぐ事ができ

ました。

あ

早

長

漏えい電流

工場内

キュービクル

大型成型機

制御盤

変圧器① 変圧器② 変圧器③

漏電火災
警報器

配電盤

アース

B種接地
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Caseケース 4

現場　記録から 事故事例集 現場　記録から事故事例集目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会 目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会

「電気と保安」2010年11・12月号より● ［……千葉事業本部……］ ●

ブ
ラ
イ
ン
ド
へ
の
漏
電

協会では電気事故に

備え24時間事故対応

体制をとっています。

　ある製造工場のお客さまに設置

した絶縁監視装置から漏電の警報

を受信しました。早速、お客さまに

連絡をとり事故対応に伺いました。

客さまへ到着後、まず、

絶縁監視装置の警報

状態と実際の漏電状

況を確認するため変電室に向かい

ました。

　最初に絶縁監視装置を確認した

ところ異常値の検出を示す警報表

示ランプが点灯していましたが、

警報復帰ボタンを押すと消灯した

ため、すでに漏電は消滅してしま

っているようでした。

　次に、変圧器のＢ種接地線でク

ランプ式電流計を用いて実際の漏

えい電流を測定しましたが、やは

り正常値となっていました。

　通常、漏電箇所を探査する場合

は変電室側から使用設備側にかけ

て、漏えい電流を測定しながら原

因箇所を絞り込んでいきます。し

かし、今回は漏電が消滅してしま

っているので漏えい電流を検出す

ることができず、この方法では探

査することができません。

　また、何の手がかりも無く広い

工場内をくまなく点検して原因を

特定することは作業効率の面から

得策とはいえません。

　そこで、漏電探査の的を絞るた

め連絡責任者の方に当時の電気設

備の使用状況について確認しまし

た。すると、通常の業務の他にコ

ードリールと電動工具を使用して

作業を行っていたことがわかりま

した。

　早速、そのコードリールと電動

工具を点検することにしました。

外観点検や絶縁抵抗計を用いて絶

縁抵抗測定を実施しましたが、破

損もなく絶縁状態も良好であった

ため、機器本体に漏電の原因はな

いと判断しました。

　次に使用方法に問題がなかった

か確認するため、当時どのように作

業していたかを再現していただきま

した。すると、コードリールのプラ

グを窓用ブラインドの裏側に設置さ

れたコンセントへ、ブラインドの隙

間を通して差し込んでいました。も

しやと思い、コードリールのコンセ

ントプラグの歯の部分をよく見ると、

少し焦げたような変色がみられまし

た。「これが漏電の原因だな」と思い、

漏えい電流の流れた経路を特定す

ることにしました。

のブラインドはスチー

ル製のフィン同士を紐

で繋いで吊っている構

造です。紐は電気を通さない絶縁

体であるため他のフィンへ電流が

流れたとは思われないので、ある

特定のフィンに“電流が流れ込ん

だ跡”と“流れ出た跡”があるは

ずです。フィンを1枚1枚細かく、

点検した結果、ようやくそれらしい

フィンを発見しました。向かって左

端の一部にコンセントと接触した

と推定される焦げ跡があり、反対

側には黒くすすけた箇所がありま

した。このすすけた部分というのは、

建物の鉄骨に固定されている鉄製

の筋交いに接触していた部分とぴ

たりと一致しました。

　今回の漏電は、コードリールの

プラグを差し込んだ際にコンセン

トとプラグの間にブラインドのフィ

ンが挟まって漏電が発生し、フィ

ンから建物の筋交いや鉄骨を通っ

て地面へ漏えい電流が流れたもの

と判明しました。

回は大きな事故につな

がらずに済みましたが、

ブラインドのフィンは

金属製であることが多く、その場

合はプラグを差し込んだ際にショ

ートして火花によるやけどを負った

り、感電や火災につながりかねな

いケースでした。連絡責任者の方

にお聞きしたところ、このコンセン

トを使用する場合はいつも同様に

プラグを差し込んでいたとのこと

でしたが“普段どおりの使用方法”

との意識が危険への感受性を弱め

てしまったように感じました。危険

な電気の使い方をしていないか“普

段どおりの使用方法”を再確認し

てみてはいかがでしょうか。

当

お

今

こ
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Caseケース 5

現場　記録から 事故事例集 現場　記録から事故事例集目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会 目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会

「電気と保安」2011年1・2月号より● ［……沼津事業本部……］ ●

マ
ン
シ
ョ
ン
占
有
部
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誤
接
続
を

　
　

共
用
部
用
の
絶
縁
監
視
装
置
で
発
見
！

るマンション共用施

設のお客さまの絶縁

監視装置から異常の

発生を知らせる警報を受信したた

め、直ちに出向きました。

　このマンションの共用部には共

用電気室から電気を供給しており、

その電灯回路と動力回路を検出

器と発信器で構成された絶縁監

視装置で監視しています。隣の部

屋には借室と呼ばれる各戸用の電

力会社の変電設備があるという

施設です。

客さまに到着し、フ

ロント内に設置して

ある発信器を確認す

ると、電源ランプが異常を示す赤

色（正常時は緑色）になっていま

した。この現象は、電気室に設置

してある絶縁監視装置の検出器

から常時送信されている信号が発

信器に伝わらない場合に起こりま

す。発信器の電源ランプが異常

を示す赤色になる場合の主な原

因は信号線の役割を果たすアース

線が外れた場合や大きな電流が

ていることから、どこかの回路で

大きな漏電が起きていると思い、

連絡責任者に事情を説明し、停

電にて低圧幹線回路の絶縁抵抗

測定を実施しました。しかし、漏

えい電流測定の時と同様に各回

路に異常はありませんでした。

きな漏電を示唆する

現象があるにも関わ

らず絶縁状態が良好

という、相反する事態に原因が分

からず、連絡責任者に電気に関わ

る変更や工事が最近なかったかな

どをお聞きしたところ、マンショ

ン内の一軒のお宅がエアコンの

増設工事を実施したとのお話があ

りました。

　各戸へ供給される電気は、前述

したように借室といわれる電力会

社の変電設備から送られているた

め、共用電気室とはあまり関係な

いと思いましたが、念のためその

お宅を確認させて頂いたところ、

エアコンで絶縁抵抗値が０メグオ

ームとなり絶縁不良でした。

　新しいエアコンが機器故障で

絶縁不良になることはあまり考え

られないため、配線工事に問題

が無いか確認した結果、エアコン

本体内の接続端子でアース線と電

源のマイナス側電線が誤接続され

ていて、エアコンの負荷電流がそ

のまま漏えい電流となっていまし

た。エアコンの接続を正常に戻す

とＢ種接地線に出ていた電圧もな

くなり、発信器の電源ランプも緑

色となり正常になりました。

　どうして一軒のお宅で発生した

漏電が共用部に影響したのかを

追跡調査したところ、このマンシ

ョンでは借室用のＢ種接地線と

共用電気室用のＢ種接地線を同

一の接地極に接続していること

がわかりました。このため、借室

側で発生した漏電の影響でＢ種

接地線に電圧が発生し、この電

圧が同じ接地線を通して共用電

気室のＢ種接地線でも電圧が発

生したため、検出器が発信してい

る信号に悪影響を及ぼしていたこ

とが判明しました。そして、漏え

い電流自体は、借室側だけで流

れていたため、共用電気室では

漏えい電流は検出できなかったの

です。

回は、一つの建物内

に二つの変電室があ

り、同一のＢ種接地

極を共用するという特殊な設備で

したが、絶縁監視装置によって監

視外の異常をも知ることができた

珍しい事例となりました。

あ お

今

大

電灯変圧器

絶縁監視装置

動力変圧器 電灯変圧器 電灯変圧器

分電盤

アース（ED）B種接地極（EB）

エアコン

漏えい電流経路

漏えい電流は
検出できないが
電位上昇している

漏えい電流は
検出できないが
電位上昇している

電圧上昇部分

マンションの一室共用電気室 借　室

漏電した場合などです。

　そこで、まずアース線の状態を

調べましたが、正常に接続されて

おり異常はありませんでした。

　次に共用電気室に向かい、漏え

い電流の状況を調査するため、

検出器を確認したところ漏電を検

出した形跡がなく、Ｂ種接地線に

て漏えい電流を測定しましたが、

電灯回路・動力回路とも正常の

値でした。そこで、信号の送信状

態を確認するため、持参した探査

器で調査するとやはり信号を検出

することができません。信号が送

信できないほどの大きな漏電が

あると接地極の電位上昇が起こ

る場合があるため、念のためＢ種

接地線を検電器にて検電したとこ

ろ、この接地線に電圧が出ていま

した。

　何らかの影響で漏えい電流測

定では異常な電流を検出できな

いものの、絶縁監視装置の信号

が途絶えＢ種接地線に電圧が出
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Caseケース 6

現場　記録から 事故事例集 現場　記録から事故事例集目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会 目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会

「電気と保安」2011年3・4月号より● ［……多摩事業本部……］ ●

一
過
性
漏
電
と
そ
の
探
査
の
記
録

協会では、絶縁監視

装置を使用した24

時間の漏電監視サー

ビスを提供しております。

　ある工作機械工場のお客さまに

設置してある絶縁監視装置から、

漏電発生を知らせる信号が、三日

に一回程度受信するようになりまし

た。その都度お客さまを訪問し、

クランプ式電流計や絶縁抵抗計等

の測定器で調査しましたが、その

時点では正常な状態に戻っており、

原因が分かりませんでした。

　そこで、漏電回路を特定するため、

漏電探査器という漏電の形跡を記

憶する機能を持つ測定器を5回路

全てに取り付けることにしました。

数日後、絶縁監視装置から漏電発

生を知らせる信号を受信したため、

漏電探査器のメモリーを確認した

ところ工場分電盤に接続されたあ

る回路で漏電の形跡があり、回路

を絞り込むことができました。しか

し、その回路には工作機械が多数

接続されており、これら全ての機

器に漏電探査器を取り付けて原因

の機械を特定するには大変な時間

がかかることが予想されます。

こで今回はメモリハイ

コーダを使用するこ

とにしました。メモリ

ハイコーダは、あらかじめ想定さ

れる漏洩電流値を設定しておくこ

とで、漏電現象が起きた時にその

前後の漏洩電流の波形をチャー

ト用紙に印字することができる精

密計測器です。

題の工場分電盤の近

くに、この計測器を

設置し、お客さまに

「この計測器のチャート用紙が排

出されている時に漏電が発生して

いますから、その時使用している

工作機械を記録しておいてくださ

い。」とお願いしました。お客さ

まもこの計測器による漏電探査に

興味を持たれ、ご協力をいただけ

ることになりました。

　数日後、お客さまから「チャー

ト用紙が排出されている時に必ず

使っている工作機械が見つかっ

た」という連絡が入りました。早

速現場に急行し、問題の工作機

械を調査しました。

　すると原因は射出成型機の電磁

弁に取り付けられていた電線の被

覆が磨耗し、可動式の金型が往復

するときに、時々フレームに接触し

て、漏電したものと判明しました。

　お客さまにご協力の感謝を申し

上げたところ、「パズルみたいでな

かなか面白かったよ。非常にわか

り易い探査方法だね。」とおっしゃ

っていました。

縁 監 視 装 置 は

24時間継続的

に漏電を監視し

ているため、漏電の初期によ

く見られる断続性や一過性の

漏電についても感知すること

ができます。しかし、このような断

続性や一過性の漏電の原因を探査

し特定することは、私たち保安協

会の検査員にとって大変悩ましい

もののひとつです。今回はお客さ

まのご協力と状況に合わせて探査

方法を変えたことで短期間に原因

を特定することができました。
当協会で設置している絶縁監視装置と組み合わせることで、高い精度で漏電の値を調べることが
できる装置です。突発的な漏電箇所を探すのに優れています。
絶縁監視装置は監視電源として低電圧低周波数交流の電圧を大地と電路の間にかけて監視して
います。探査器は、監視電源による電流値と商用電源（50Hz）による電流値を演算して対地
静電容量による電流を含まない抵抗分のみの正確な漏電の値を得ることができます。

電圧や電流の波形を計測して波形データーをメモリカードやチャート用紙などに記録できる装置で、
高電圧から微小信号、電源の波形確認や停電、電圧降下などの異常現象を監視する時に用い
られる記録計です。
用途は広く
　① 起動時の瞬時波形や突発的に発生する異常波形の測定
　② 電源ラインの実効値変動などを長期間記録
　③ 三相モーターの相電圧を三相同時に測定
　④ 計装信号、各種センサーの出力など微小信号の変動確認 など

漏電探査器

メモリハイコーダ(波形記録計)

当

問

絶

そ

キュービクル

工場分電盤

制御盤

工作機械

アース

メモリハイコーダ

変圧器 変圧器

B種接地
配電盤
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現場　記録から 事故事例集 現場　記録から事故事例集目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会 目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会

「電気と保安」2011年5・6月号より● ［……栃木事業本部……］ ●

月
次
点
検
時
に
Ｖ
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Ｂ
よ
り
異
音
を
発
見

雨も半ばの六月、湿

度の高い日のことで

す。お客さまへ月次

点検に伺い、連絡責任者に先月の

点検から今日までの電気設備の

様子をお聞きし、キュービクルの

点検に入りました。

　キュービクルの前まで着いたと

ころで、キュービクル内からチリ

チリという異音が発生しているこ

とに気付きました。キュービクル

の扉を検電器で検電し安全を確認

してから開けたところ、キュービ

クル内からプールの消毒臭に近い

臭いがしました。この臭いはオゾ

ン臭ではないかと思いまし

た。オゾンは高電圧での放

電現象が生じた場合などに

生成されます。これら異臭

や異音の発生から高圧機器

で放電現象が起きているこ

とが考えられました。高圧

機器の絶縁物は絶縁抵抗

値が低下すると絶縁物の表

面で放電現象が起こり、悪

化すると地絡（高電圧の漏

電）事故になって全館停電

や機器損傷などの甚大な被

害を及ぼします。

速、放電発生箇所を

特定するため異音の

発生場所を探しました

が、通電中のキュービクル内部に

立ち入ることは危険なため正確な

異音の発生源を特定できません。

そこで部分放電測定器を使用する

ことにしました。部分放電測定器

は放電時に発生するチリチリとい

う高周波の音を捉えることができ

ます。当協会では無停電で行う年

次点検A新方法などで、高圧機器

の絶縁状態を確認するためにこの

測定器を使用しています。

　協会事務所に連絡して手配した

部分放電測定器を使用して、高圧

機器の部分放電を測定したところ、

主遮断用の真空遮断器(ＶＣＢ)付

近で76ｄＢという異常測定値を検

出しました。ＶＣＢの事故は構内全

てを停電させてしまう可能性があ

るため、お客さまに状況を説明し、

営業終了後に全館を停電させて原

因調査を行うこととなりました。

き込み開閉器を開放

し、停電確認後に高

圧機器の高圧絶縁抵

抗測定を実施したところＶＣＢの

電源側で80ＭΩそれ以外の高圧

機器は全て正常値でした。ＶＣＢだ

けが他の機器に比べて著しく絶縁

抵抗値が低いため、この機器に何

らかの異常があると判断しＶＣＢ

電源側を重点的に点検したところ、

アクリルカバーにうっすらと黒く焦

げた痕を発見しました。アクリル

カバーに付着した土埃に多湿の条

件が重なって絶縁が低下し表面に

電気が漏れたものと思われました。

ＶＣＢを清掃したところ絶縁抵抗

値が200ＭΩまで回復し、復電後

に実施した部分放電測定の結果も

正常値に戻りました。お客さまに

は今回の対応結果とともに、ＶＣＢ

が設置後20年以上経過し絶縁部

分の劣化が見られることから、今

後も汚損により同様の現象が再現

する可能性が高いことを説明し、

早めの更新をお願いしました。

回は未然に事故を防

止できたケースですが、

異常を発見できなけ

れば最悪の場合、波及事故となり

近隣のお客さまも停電してしまう

大事故となるところでした。

　日常の点検における、視覚、聴覚、

嗅覚等の五感による点検の大切

さを思い知らされるとともに、よ

り一層、気の引き締まる思いを抱

いた事例となりました。

高圧設備で異常が発生した時に電気を遮断するための機器で、接点に真空バルブを使用したもの。
主に、高圧受電設備の主遮断用として用いられる。（更新目安：20年）

電気設備の接触・絶縁不良箇所から発生する超音波を探知し、その音圧レベルを表示等により確認できる測定器。
活線状態で非接触による点検の際に用いられる。

真空遮断器（ＶＣＢ）

部分放電測定器

梅

今

早

引

部分放電測定器
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！

設のパチンコ店で起

きた事例です。

　新装開店して間も

ないある日、このお客さまに設置

した絶縁監視装置から漏電警報

を受信したため、ただちにお客さ

まへ伺いました。

　現状の警報状態を確認するた

め、絶縁監視装置が設置してあ

るキュービクルから調査を始めた

ところ、絶縁監視装置は漏電が

継続中であることを示していたた

め、引き続き漏電回路の系統を

判別するためにクランプ式電流計

を用いて変圧器のＢ種接地線で

漏洩電流を測定しました。すると、

電灯回路から17アンペアという

大きな漏洩電流を検出しました。

家庭用の100Ｖコンセントの許

容電流値が15アンペアですので、

今回の漏洩電流値はこれを超える

大きな値であることがわかります。

例えば、600ワットの電子レン

ジを同時に3台

稼働させた場合

の電流値が18ア

ンペアですので、

概ねこれに相当

する電気が漏れ

ていることになり

ます。

　さらに調査を

進めたところ、この漏洩電流は事

務 所内の電 灯分電 盤 の「1階

Webカメラ」回路から発生してい

ましたが、漏電箇所を特定するた

めには、この回路が配線されてい

る天井裏の点検や停電して絶縁

抵抗計による絶縁抵抗測定が必

要となるため、営業中は困難とい

うことで閉店後の夜間に実施する

ことにしました。

の夜間調査の実施に

あたり、漏洩電流が

大きいため重大事故

に至る可能性が大きく至急の改修

工事が必要となることや原因特定

から改修までの作業を短時間で

行うために、新設施工時の電気

工事店とWebカメラの施工会社

の立会いの手配をお客さまにお

願いしました。

　そして閉店後に再度、調査を開

始しました。

　まず始めに当該回路の絶縁抵

抗測定を実施したところ0.01メ

グオーム未満と絶縁不良でした。

　配線図面や施工時の状況の確

認を行った結果、当該回路は1階

のプルボックスから3系統に分岐

して天井裏を通って3台のWeb

カメラへ配線されていることがわ

かりました。プルボックス内で、

その中の1系統が絶縁不良となっ

ていることがわかりましたが、天

井裏での漏電箇所の特定は困難

を極めました。

　そこで、今回の絶縁不良は漏

洩電流が大きいため、通電状態

では漏電箇所で発熱等の現象が

起きることが想定されましたので、

一旦、送電して調査を行なうこと

にしました。

　送電後、天井裏の配線を揺らし

てみるとパチっと光った所があり

ました。

こだ！と思い、再度停

電して光った部分を調

査すると、3台目の

Webカメラ用の配線の途中から分

岐した配線があり、この配線の終

端で簡単にテープ巻きしてある部

分が天井の鉄骨に触れていました。

　施工会社に確認したところ当初

はこの部分に4台目のWebカメ

ラを設置する予定で配線まで行っ

たが、計画の変更に伴い不要とな

りテープ巻きだけの処理で済ませ

たとの事でした。

　不要配線を天井裏で転がし配

線することは危険であることから、

分岐元から取り外していただき無

事正常に戻りました。

回の事故は工事中の

設計変更に伴い、不

要配線を不適切に処

理したことが原因でした。新設物

件だから安全と思いがちですが、

逆に初期不良もありえるという事

例でした。

　さらに、今回は天井裏で大電

流が漏れていたため、漏電火災

にもなり兼ねない状況でした。

特に隠蔽箇所での漏電火災は初

期発見が難しく、大惨事となる

ことがあります。今回は絶縁監

視装置が設置されていたため、

早期に対応することができまし

た。あらためて、絶縁監視装置

の有効性を感じました。 

今

こ

新

こ



14 15 16 17

18 19 20 21

Caseケース 9

現場　記録から 事故事例集 現場　記録から事故事例集目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会 目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会

「電気と保安」2011年9・10月号より● ［……埼玉事業本部……］ ●

温
ま
る
と
絶
縁
不
良
に
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
ヒ
ー
タ
ー

　
　

冬
季
に
備
え
て
非
常
用
発
電
機
の
ヒ
ー
タ
ー
電
源
を
投
入
し
た
際
に
！！

　冬も近づいたある日、月次点検

のために特別養護老人ホームを訪

問しました。

　受変電設備の点検と変電設備

横に設置してある非常用自家発電

設備の点検を実施しました。

　この発電設備の点検の最後に、

半年以上開放していた冷却水を

凍結防止のために温めるブロック

ヒーター用の配線用遮断器（200

Ｖ・20Ａ）を冬季に備えて投入す

るために、絶縁抵抗測定を行い

良好（5メガオーム）を確認して

から投入しました。

　発電設備の冷却には循環ポン

プ式とラジエーター式があるが、

このタイプは循環ポンプ式で冷却

水の取水口に凍結防止用のヒータ

ーが設置されています。このヒー

ター用の遮断器の負荷電流を測

定し、配線用遮断器が正常に動

作していることを確認して発電設

備の点検を終了しました。

　続いて、屋内へ移動し使用設

備の点検をしていると、所属して

いる所沢事業所の課長代理から

私あてに点検中の特別養護老人

ホームから絶

縁 監 視 装 置

に異常の発生

を知らせる警

報を受信した

ため、直ちに

対応するようにとの指示がありま

した。

　つい先ほどまで点検していた受

変電設備に異常はなかったので、

絶縁監視装置の異常の発生を知ら

せる警報は何故だろうと不思議に

思いながら受変電設備に戻り、絶

縁監視装置を確認すると特別警戒

の赤ランプが点灯していました。

　直ちに探査を開始し、変圧器の

Ｂ種接地線でクランプ式電流計を

用いて実際の漏えい電流を測定し

たところ、200Ｖの動力回路で漏

えい電流60ｍＡが発生して絶縁監

視装置が発報していることが判明

しました。

　どの回路で漏電しているか探査

しようとしたが、携行していたク

ランプ式電流計は大口径でない

ため、低圧幹線の電線での計測

には使用不能でした。

　施設内の各分電盤の幹線には

漏電遮断器が設置されており、も

し漏えい電流が発生すれば漏電

遮断器が動作して停電するはずと

思いながら探査をしました。

受変電設備の探査から発電設備

へと探査を進めると発電設備の

回路の漏えい電流が60ｍＡであ

ることが確認できました。

先ほどまで点検していた発電設備

なので驚きながらも再点検を行い

ました。

　異常があるとすれば、ブロック

ヒーター用の配線用遮断器を投入

したことが原因かなと推測しつつ、

配線用遮断器を切って絶縁抵抗

測定を実施したところ絶縁不良

（0.01メガオーム未満）が確認で

きたので、配線用遮断器を開放し

て漏電の原因元を切断して、他に

異常のないことを確認し探査を終

了しました。

　月次点検終了後に、お客さまに

発電設備の構造と冷却水の凍結防

止用にヒーターが必要であり、そ

のヒーターが絶縁不良を起こして

いることをご説明してメーカーに

よる改修をお願いし帰所しました。

　2日後に、このお客さまの絶縁

監視装置から異常の発生を知らせ

る警報を受信しました。早速、お

客さまに連絡を入れたところ、協

会の設備改修要請を受けて発電

設備メーカーがブロックヒーター

の絶縁不良の改修中であるとの

返答が有りました。

　協会も警報発生への対応と改

修確認に訪問する旨を伝えてから

お客さまへ向かいました。

到着後、メーカーの社員に確認し

たところ、「ブロックヒーター用の

配線用遮断器負荷側の絶縁抵抗

測定を行い2メガオームで良好、

配線用遮断器を投入しブロックヒ

ーターが正常に温まることを確認

した」。どこが不良なのか発見で

きないで保安協会へ不良箇所の

確認をするところであったとの返

答が有りました。

　受変電設備で絶縁監視装置を

確認すると、前回と同様に特別警

戒の赤ランプが点灯し、発電設備

回路で60ｍＡの漏えい電流を確

認することができました。

再度メーカーの社員に配線用遮

断器を切って絶縁抵抗測定をお

願いしたところ、0.01メガオーム

未満で絶縁不良でした。

　絶縁不良の原因はブロックヒー

ターが温まると熱で部品が延びて

周囲に接触して絶縁抵抗が低下し、

冷めると部品が収縮して周囲に接

触しないため絶縁抵抗が回復する

珍しいケースであることが判明し

ました。

　このような条件が変化した時に

不良が発生するケースでは、点検

中に異常を発見するのは難しく、

今回は絶縁監視装置を設置し状

態を常時監視することができたこ

とにより原因を発見できました。

事故を未然に防止でき改めて常時

監視の有効性を認識できた事例

でした。



14 15 16 17

18 19 20 21

Caseケース 10

現場　記録から 事故事例集 現場　記録から事故事例集目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会 目的外使用・複製禁止　関東電気保安協会

「電気と保安」2011年11・12月号より● ［……沼津事業本部……］ ●

事
業
所
の
業
務
開
始
前
に
出
る
漏
電
の
原
因

　最近、担当するお客さまに設置

した自動通報方式の絶縁監視装

置が毎月１・2回、多い時には毎週

のように警報発報するが、発報時

間が短く直ぐに発報が消滅してし

まう間欠的な発報のため、原因が

何なのか、なかなか究明できずに

いました。

　何回かの警報受信データーを

分析した結果などから、毎回、朝

の7時から8時の時間帯で間欠的

に発報していることが判明しまし

た。その時間帯に使用されている

機器を中心に、漏れ電流探査を

行えば漏電箇所の特定ができる

だろうと考え、お客さまに、この

時間帯で使用している設備や機

器類についてお伺いしたところ、

当該事業所は始業が9時からなの

で発報時間帯には原則所内に社

員はいない。また、出社していた

としても人数は少なく特に作業な

どはしないので使用機器類はな

いとのことでした。

　原因なしに、警報が発報するこ

とはないので、更なる探査方法を

検討しましたが、停電が困難で絶

縁抵抗測定が実施できないため、

漏電探査器と漏電検出用クラン

プを使用して受変電設備の怪しそ

うな低圧幹線に取り付け、間欠的

に発生する漏電回路を特定する方

法で様子を見ることにしました。

　その結果、漏電探査器を取り

付け探査開始から2週間後に漏電

回路を特定することができました。

該当回路は2階コンセント回路で

あることが判明しましたので、お

客さまの了承を得て、絶縁抵抗測

定を実施しましたが絶縁抵抗値は

良好で、使用場所は会議室と控

え室であり、特にコンセントから

使用している機器類もありません

でした。

　また、コンセント本体も外観上

新しいものを使用しており、特に

不良箇所は発見できませんでした。

　次の手段として、早朝に発報が

ありますので、お客さまの協力を

得て発報状況を分かり易くする

“音と警報ランプ“で発報を知らせ

る通報器を事業所内に設置し、

発報時の使用機器などの様子を

見ていただくこととしました。

　数日後にまた絶縁監視装置の

発報を受信したので、早速お伺い

して確認したところ、始業前の時

間帯に清掃会社の社員が清掃作

業を実施したことがわかりました。

　漏電回路は2階コンセント回路

であることは判明していたので、

清掃作業でコンセントから電源を

使用した機器類を確認したところ

掃除機を使用していましたが、そ

の掃除機を調べても特に異常は

ありませんでした。

　尚、清掃会社に確認したところ

週に2回清掃に来ていて掃除機

はいつも使用しており、使用する

コンセントの場所は特に決まって

いないが、本日の作業ではトイ

レのコンセントも使用したとの事

でした。

　更に探査をすすめると、トイレ

のコンセントも当該の2階コンセ

ント回路と同一回路であることが

判ったので、掃除機の電源プラグ

をトイレのコンセントに差込みス

イッチを入れたところ漏れ電流が

発生し通報器が鳴動発報しました。

　この結果、掃除機には異常が

なかったので、異常はコンセント

側となりコンセントカバーを外し

て内部を確認したところ、アース

付きコンセントの三本の線が次の

ように配線されていました。

●プラス極は正常に接続

●マイナス極にアース線を接続

●アース極にマイナス線を接続

　アース線（赤色）とマイナス線

（白色）がそれぞれ誤配線されて

いました。

　このことにより、機器の電源プ

ラグを当該コンセントに差込みス

イッチを入れるとアース線を経由

した漏電回路が形成され、警報

が発報したことが判明しました。

　プラス極とアース線の誤配線で

あれば常時、漏電していたので探

査も簡単でありましたが、今回は

マイナス極との誤配線のためコン

セントを使用した時に間欠的に漏

電が発生し、また短時間の使用

であったために原因探査に時間が

かかってしまいましたが大事に至

らず発見できました。

　お客さまに、警報発報原因を

お知らせし、配線換えを実施して

修復作業を完了して安心して頂く

ことができました。

　併せて漏電探査には、普段か

らお客さまの設備状態をよく知っ

ておくことの大切さやお客さまと

のコミュニケーションの必要性を

感じた事例でした。
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　　事故応動体制

　協会では、お客さま設備の安

全・安心を確保するために、何時

起きるか分からない電気事故に備

えて24時間の事故応動体制を整

えています。多少の変動はありま

すが事故応動件数は、平成22年

度では月平均2,100件ほど、年間

では26,000件を超える応動実績

がありました。

　また、応動要請を受けてから2

時間以内の対応が「主任技術者

の執務に関する説明書」で規定

されていますが、台風やゲリラ豪

雨などによる要請が一時に集中し

ない限り、受付から現場到着ま

での応動時間は50分以内を目標

に体制を整えています。

　　制御盤ブレーカー動作

　そんなある日、アスファルトプ

ラントのお客さまから連絡があり、

操 作 室内の

プラント制御

盤のブレーカ

ーが 頻 繁に

動作してプラ

ントが停止するので点検に来てほ

しいとの連絡があり、現場に向か

いました。

　現場に到着し、まずはお客さま

に作業が中断している状況をお聞

きしたところ、『電話の調子も悪

いので電話会社にも来てほしいと

連絡をした』とのことでした。

原因を整理すると

①プラント制御盤のブレーカーが

動作するのは漏電している可能

性が高いのでは。

②電話の調子が悪いのは電話交

換機のアースに漏洩電流が影響

して電話機に異常が起きている

のでは。

漏電が原因ではないかと思いキュ

ービクルに向かい、動力用変圧器

のＢ種接地で漏れ電流を測定す

ると、8Ａの漏れ電流を確認しま

した。

　お客さまに動力回路の配線か

使用機器で大きな漏電が発生し

ていて原因探査には低圧幹線の

測定による回路の特定が必要だ

が、持参してきたクランプの口径

が小さく測定ができないため、停

電しての絶縁抵抗測定による絶縁

不良箇所の特定する必要である

ことを説明し、停電の依頼をしま

した。

　お客さまは停電への理解を示し

てくれましたが、停電には準備が

必要とのことで、その間に制御盤

のブレーカー動作の状況を確認し

に操作室に行きました。

　操作員の話では、今日は操作用

ブレーカーがたびたび動作すると

のお話を伺い、クランプで「2Ｐ

15Ａ 100Ｖ」の操作用ブレーカー

の負荷電流を測定すると16Ａの

電流が流れていました。

　たまたま、定格電流を超えた

16Ａでもブレーカーは過負荷によ

る動作をしませんでしたが、操作

用制御回路の負荷電流は通常8Ａ

程であることから、動力回路の漏

れ電流8Ａが影響していると想定

すると、

操作用制御回路の負荷電流約8Ａ

＋漏れ電流8Ａ＝16Ａとの計算が

成り立ちます。

　　これを実証

　動力回路の漏れ電流箇所を特

定するためクランプでプラント内

配線を測定した結果、プラントで

製造されたアスファルトを溜める

タンクの排出口付近で漏れ電流

があることが判明し、さらに確認

するため停電をして絶縁抵抗測定

を実施すると

①タンク排出口の100Ｖ操作用制

御回路端子盤が熱で溶けてい

て絶縁抵抗値は0.01メガオーム

未満であった。

②高熱のタンク排出口付近を調

査すると200Ｖ保温ヒーター線

の被覆が損傷していて絶縁抵

抗値は0.01メガオーム未満であ

った。

　アスファルトは150度程度の高

温で溶解させるため、熱による経

年劣化等で端子盤や電線被覆が

損傷したものと思われます。

　　原因として

　200Ｖ保温ヒーター線被覆が損

傷して発生した漏れ電流8Ａが操

作用制御盤の電線端子盤が溶解

して絶縁不良となった100Ｖ制御

配線を介してキュービクルに戻っ

てきたと考えられました。

　操作用ブレーカーで負荷電流を

測定すると16Ａの電流が流れてい

たのは、二箇所の絶縁不良による

地絡が原因で、

操作用制御回路の負荷電流約8Ａ

＋保温ヒーターの漏れ電流8Ａ＝

16Ａとなることから、

時には操作用ブレーカー 2Ｐ15Ａ

の定格電流を超え過負荷となり

動作しました。

　　応急処置

　他に異常のないことを確認し、

絶縁不良の保温ヒーターを取替え、

端子盤を応急処置してプラントを

試運転したところ、漏れ電流はな

くなり、制御盤内の操作用ブレー

カーも動作せず、異常なく稼動す

ることができました。

また、電話の異常についても電

話会社の方にも確認していただ

き通常の状態に戻ったとのことで

した。

　今回は大きな事故にはならずに

済みましたが、地絡電流が大電流

の時は、他の機器にも不具合が

生じることがありますので、お客

さまとの問診等の中で「電話の

異常」が原因追求のヒントになり、

早期の原因発見にたどりついたと

思いました。

尚、このような施設では今後も

同様な状態が発生する恐れがあ

りますので、絶縁監視装置の設

置をお勧めして常時監視を実施し

ながら、お客さまとの連携を密に

し、安全の確保に努めたいと思

います。

3φ
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　協会では、お客さま設備の安

全・安心を確保するために、何時

起きるかわからない電気事故に備

えて24時間の事故応動体制を整

えています、多少の変動はありま

すが事故応動件数は、平成22年

度は26,000件を超える応動件数

がありました。

応動要請にはいろいろありますが

●機器故障による要請

●停電による要請

●使用機器などの漏電による

要請

●絶縁監視装置から異常警報

などがあります。

　なお、絶縁監視装置の設置が

拡大されたことにより、異常警報

発生による事故応動が増加してお

り、24時間の常時監視が事故原

因の早期発見に役立っています。

今回、紹介する事例もそのような、

常時監視が役に立った事例です。

　　絶縁監視装置の発報

　雨上がりのある日、午前中の点

検を終了し、次のお客さまの点検

準備をしているところに都留事業

所の管理者よりお客さまに設置し

た絶縁監視装置※1

から異常を示す警

報受信があったの

で原因調査の指示

連絡が入りました。

　警報発報のあったお客さまは、

製造会社で、設備容量2450kVA

と大規模な受電設備を有している

工場です。

　創業以来、電気設備の更新をし

ておらず更新の時期をむかえてお

り、受変電設備や使用機器の改

善提案をしているお客さまでした。

　このお客さまは以前にも警報

発報があり、工場の規模が大き

いので原因究明のため8回路測定

可能な多回路探査器を設置し、

探査しましたが、その時は漏れ電

流が消滅してしまい漏電箇所の特

定が出来ませんでしたので探査器

を継続設置し漏電箇所を究明す

ることとしました。

　今回は、工場に到着して多回路

探査器をチェックすると、8台ある

変圧器のなかの動力No.2の変圧

器(500kVA)回路(右下図のA箇

所)から漏れ電流が発生し警報発

報していることが確認できました。

　動力No.2回路の不良箇所の特

定を開始し、Ｂ種接地線※2の漏れ

電流をクランプ式電流計で測定

すると測定値は245mAで大きな

漏電があることが判りました。

　発生原因を特定すべく探査器に

より探査を開始、動力No.2の低

圧配電盤(下図のB箇所)内の多

数ある回路の漏れ電流を順番に

計測していると、残念なことに漏

れ電流が消滅し、警報も復旧して

しまい漏電箇所の究明が出来ま

せんでした。

　原因が究明できないまま、数

週間が経過した前回と同じような

雨上がりのある日、ついにチャン

スがやってきました。

絶縁監視装置の継続警報を受信、

現地に急行し、複数の探査器を

駆使して動力No.2配電盤内負荷

回路全ての漏れ電流の計測を終

了することが出来ました。

　ところが、Ｂ種接地線の漏れ電

流測定値は500mＡあり、警報が

継続中にもかかわらず、各回路の

漏れ電流は殆どありませんでした。

　　原因を整理すると

❶変圧器の2次側配線の漏電？

当該動力No.2の変圧器は屋外

に設置されており、2次側配線

はコンクリートトラフの埋設に

より、約5ｍ離れたキュービク

ル式受電設備の配電盤に配線

されています。

❷負荷電流は常時1400A程度流

れており、変圧器本体及び配線

の温度は50℃から60℃でした。

この状況をお客さまに説明し停電

をお願いして、変圧器の２次側配

線の絶縁抵抗測定を行ったところ、

●動力幹線は0.1ＭΩで絶縁不

良

●B種接地線を接地極から外し、

B種接地線と対地間で測定し

たところ0MΩ

　そのため、どこかで接地線が

地絡しB種接地線に循環電流が

流れ警報が発生したことが想定

された。

　　応急修理

　応急処置としてＢ種接地線の取

替えを実施したところ、埋設され

ていた接地線の被覆が溶解し、

導体が剥きだしになっていました。

後日幹線の取替えも無事終了、絶

縁監視装置によって大事故に至る

ところを未然に防ぐことができま

した。

※1　絶縁監視装置： 受電設備内に取り付ける装置で漏電状態を24時間監視しており、今回のように不連続で漏電が発生した場合に、有効に機能
  する。

※2　接地の解説　： 機器接地 Ａ種接地 高圧用または特別高圧用の機器類の外箱または鉄台の接地
   Ｃ種接地 300Vを越える低圧用の機器類の外箱または鉄台の接地
   Ｄ種接地 300V以下の低圧用の機器類の外箱または鉄台の接地
  系統接地 Ｂ種接地 高圧または特別高圧と低圧を結合する変圧器の中性点の接地

キュービクル（受電設備） 監視司令室

事業拠点

漏電監視サービス（イメージ）

自動通報

お客さまへ
お電話にて
連絡。異常の
有無を確認

検査員へ
出動指示

絶縁監視装置

絶縁監視装置
（抽λ発信器）

0.7V
12.5Hz

ZCT
0MΩ

0MΩ
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トラフ
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